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たかがい恵美子の活動報告

やりがい、いきがい。たかがい！～成熟社会を創る看護力～

自らの健康と家族・地域の健康と

コンゴのエボラ出血熱、流行終息へ

参議院議員 髙階恵美子事務所
東京都千代田区永田町２-１-１
参議院議員会館７１４号室
TEL 03-6550-0714 FAX 03-6551-0714
http://www.takagai-emiko.net

都連女性局ではフレイル予防の取り組みを始めてい

ます。研修では、ふくらはぎの計測など、楽しく自ら

の健康づくりを学びました。また、児童虐待ゼロを目

指したハッピーオレンジ運動が全国各地で展開されて

います。豪雨災害に見舞われた広島県でも22日、児童

虐待防止と生涯を通じた女性の健康、そして人生の最

終段階の医療をテーマに研修が行われ参加しました。

女性局の皆様の熱心な活動に、敬服しております。

政府が新たな在留資格を設ける方針を示したことか

ら、ASEAN議員連盟では、駐日大使等との意見交換

会を開催しました。域内にはベトナムやインドネシア

など、比較的技能実習制度等で人的交流の盛んな国も

ありますが、言葉や文化・生活習慣・物価水準の違い

などから敷居が高いと感じられる国もあり、事情は大

きく異なります。どの国にとっても国民は宝です。綿

密な調査に基づく、血の通った制度設計のために、知

恵を出していかなければと感じています。

量子科学技術研究開発機構ならびに光科学イノベー

ションセンター・宮城県・仙台市・東北大学・東北経

済連合会による次世代放射光施設が認可されました。

産学官一体となった科学技術研究開発拠点の整備によ

り、研究者を始めとする科学的知の集積、科学技術に

関する教育環境の充実、創薬など様々な産業新興が期

待されています。復興のシ・ン・ボ・ル・として 、我が国

で37年ぶりに新設された東北の医学部は、 開学２年

目を迎えました。東日本大震災を克服して成長する東

北に、またひとつ大きな希望が生まれました。呼応し

て、ＩＬＣ誘致活動にも拡がりが出てきています。

東北に光、第２弾！

この春、郊外で症例が確認されて以降、都市部への

流入阻止のため国際的な予防支援が行われ、現在は終

息宣言に向けた監視活動の段階に入ってます。今回の

教訓は、日本からの治療薬を現地へ迅速に届けるしく

みの整備です。奏功する薬でも、必要なときに使えな

ければ役目を果たせません。人材育成も含め、国際保

健協力上の課題も山積みです。

暑さと粉塵と涙。ときどき笑顔

被災後３週目を前に、最前線で復旧支援にあたる医療職やボラ

ンティアの皆様のもとへ激励訪問し、課題と要望を伺いました。

中長期対応への移行を控え、岡山県看護連盟、岡山市議、倉敷市

議、岡山県議の皆様には率直なご意見をいただくとともに、一刻

も早い改良復旧と生活再建を目指して、心ひとつに力を合わせる

ことを誓いました。小学校では、夏休みに入った子どもたちの居

場所づくりと心のケアが重要との声が強くありました。

外国人材の受け入れ拡大に向けて

【7月】その他の主な活動

7月3日 総理対談（アンフィニ） 7月19日 ＩＬＣ建設推進議員連盟

7月3日 宮城県連第21回政策セミナー 7月25日 食品安全政策研究会

7月4日・ 桃田寿津代様お別れの会 7月27日 看護連盟中国・四国協議会

7月6日 ＳＴＢ事務局長来訪 7月28日‘たかがい塾’｢雑談の会｣新潟

7月10日・文部科学大臣申し入れ ・ 7月30日 自民党観光産業振興議連幹部会

7月11日・東日本大震災復興特別委員会・・ 7月31日 参政審国家ビジョンセミナー


